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　はじめに

2019年 11月 5日，第 2著者によって，屋久島

の一湊沖（30°27ʹ34ʺN, 130°29ʹ24ʺE）水深 20 mの

海底付近でアカオビハナダイ Pseudanthias rubri-

zonatus (Randall, 1983)が撮影された．本写真は本

種の屋久島からの初めての記録となるため，ここ

に報告する．また，1906年（明治 39年）に出版

された，屋久島産魚類に関する初めての報告であ

る Jordan and Starks (1906)から本報告に至るまで

の間に出版された同島魚類の記録を整理し，時系

列に概観する．
なお，本報告に用いた水中写真は，鹿児島大

学総合研究博物館の画像データベース（KAUM–II: 

Kagoshima University Museum–Ichthyological Images）

に登録されている．

　アカオビハナダイの記録

撮影された写真（Fig. 1）は体側中央に前縁が

白色線で縁どられる明瞭な濃赤色横帯があるこ

と，上顎から眼の直下を経て胸鰭基部に達する白

色線があること，および尾鰭の両葉が伸長するこ

とからアカオビハナダイのオスと同定された．第

2著者の観察によると，本個体はケラマハナダイ

Pseudanthias hypselosoma Bleeker, 1877，フタイロ

ハナゴイ Pseudanthias bicolor (Randall, 1979)，お

よびカシワハナダイ Pseudanthias cooperi (Regan, 

1902)と混泳していた．アカオビハナダイのオス

は同一群内に本個体のみであった．この一群はケ

ラマハナダイが優占していたが，アカオビハナダ

イのメスはケラマハナダイのメスと酷似している

ため，同混泳群にアカオビハナダイのメスが含ま

れていた可能性もある．なお，第 2著者は過去

15年以上に渡りほぼ毎日スキューバダイビング

をしているが，アカオビハナダイのオスが確認さ

れたのは今回のみであり，本種が屋久島で再生産

している可能性は低いと思われる．

　屋久島産魚類の種数

Motomura and Matsuura (2010)は明治時代から

2010年 3月までに報告された屋久島の魚に関す

る文献や 4,386標本の同定結果を包括的にとりま

とめ，374初記録種を含む 951種を同島から報告

し た． そ の 後，Motomura and Aizawa (2011) は

Motomura and Matsuura (2010)が未調査だった千

葉県立中央博物館所蔵の屋久島産標本を調査し，

29初記録種とこれまで水中写真のみが知られて

いた 21種を標本に基づき報告した．このうち，

11種が北限記録，1種が南限記録であった．2011

年にはさらにフサカサゴ科（1種），テンジクダ

イ科（5種），イソギンポ科（1種），およびササ

ウシノシタ科（1種）が標本に基づき新たに屋久

島から記録されるとともに（松沼ほか，2011；大

橋・本村，2011；吉田ほか，2011；村瀬ほか，

2011），水中写真に基づきハゼ科（2種）が屋久

屋久島初確認のアカオビハナダイ （ハタ科ハナダイ亜科）
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島から初めて記録された（加藤，2011）．

2012年には屋久島の魚に関する報告がなかっ

たが，2013年にはカワアナゴ科（4種），ハゼ科（62

種），およびオオメワラスボ科（4種）が明仁ほ

か（2013）によって報告された．2014年にはト

ビウオ科（1種）ハタ科（1種），およびフエダイ

科（1種）が標本に基づき同島から初めて記録さ

れた（畑・本村，2014；吉田・本村，2014；松沼・

本村，2014）．2015年にはヨウジウオ科（1種），

メバル科（1種），アイナメ科（1種），ハタ科（1

種），テンジクダイ科（2種），およびハタンポ科（1

種）が初めて報告された（本村，2015；田代・本

村，2015； 岩 坪 ほ か，2015； 吉 田・ 本 村，

2015a,b；藤原ほか，2015；小枝ほか，2015）．

2016年には江口・本村（2016）によってイット

ウダイ科（1種）が新たに記録された．

2017年，新たに採集された屋久島産の 544標

本が調査され，フサカサゴ科（3種），ダルマオ

コゼ科（1種），メバル科（1種），コチ科（1種），

ハタ科（2種），メギス科（1種），ムツ科（1種），

フエダイ科（3種），スズメダイ科（1種），およ

びマンジュウダイ科（1種）が屋久島初記録とし

て報告された（Motomura, 2017）．Motomura (2017)

はここまでの屋久島における魚類相調査の歴史

的経緯を詳述した．

Motomura and Harazaki (2017)は上記の記録され

たすべての魚種をリストするとともに，新たな

733標本と約 200万枚の水中写真を調査し，129

初記録種を含む 1,277種を屋久島から記録した．

その後，2018年にはミハラハナダイ科（1種），

テンジクダイ科（1種），フエダイ科（1種），ス

ズメダイ科（2種），およびトラギス科（2種）が

屋久島から初めて記録された（岩坪ほか，2018；

松尾ほか，2018；畑・本村，2018；Delloro and 

Motomura, 2018；Wibowo et al., 2018；Yoshida et 

al., 2018；荒木ほか，2018）．さらに，アゴアマダ

イ科のホシカゲアゴアマダイが屋久島から日本

初記録として報告されるとともに（Tashiro et al., 

Fig. 1. Underwater photograph of a male Pseudanthias rubrizonatus (KAUM–II. 75, off Isso, Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima, 
Japan, 20 m depth, 5 Nov. 2019). Photo by S. Harazaki.
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2018），水中写真に基づいてイヤゴハタとカケハ

シハタの交雑個体が報告された（中村ほか，

2018）．

2019年にはウツボ科（1種），ハタ科（1種），

およびテンジクダイ科（1種）が日本初記録種と

して屋久島から報告され（和田・本村，2019；川

路ほか，2019；Yoshida et al., 2019），さらにトビ

ウオ科（1種）とアナゴ科（1種）がそれぞれ標

本と水中写真によって屋久島から初めて記録され

た（萬代ほか，2019；渋谷ほか，2019）．

最後に，本研究によってアカオビハナダイが

屋久島の魚類相に追加され，2019年 11月現在，

屋久島から記録された魚類は計1,291種となった．
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